
                             DOHaD 研究 (ISSN 2187-2597) 

2014 年 第 3 巻 第 1 号 59 頁 

 

P-36	
 妊娠中イベントの世代間継承についての検討	
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【背景】母の妊娠高血圧症候群(Pregnancy	
 induced	
 hypertension:	
 PIH)	
 の既往は、娘に

おける PIH 発症のリスクファクターであることが知られているが、日本人における報告は

少ない。我々は妊婦または産後の女性自身の出生時の母子健康手帳データを用いて 3 世代

家族（母・娘・娘の子）調査を行うことにより、妊娠合併症の世代間（母・娘）の継承に

ついて検討した。	
 

【目的】親子間（母・娘）で妊娠合併症、とくに PIH 発症の関連について検討する。	
 

【方法】国立成育医療研究センターで 2003 年より進行中の出生コホート研究である成育コ

ホート研究・母子コホート研究・多重コホート研究参加者と当院の合併症妊娠外来受診女

性を対象とした。そのうち単胎出産で、かつ研究参加者（娘）が出生した際の母の母子健

康手帳が得られた女性を解析対象とした。母子健康手帳から得られる母の妊娠・出産経過

と研究参加者である娘の妊娠・出産経過を比較検討した。母の PIH 発症は母子健康手帳の

血圧値記載で収縮期血圧 140mmHg 以上または拡張期血圧 90mmHg 以上を１回以上認めた場合

と定義した。娘の基本情報や妊娠・分娩経過は電子カルテより抽出した。	
 

【結果】成育コホート 308 組、母子コホート 973 組、多重コホート 27 組、当院の合併症外

来 28 組、計 1336 組のうち欠損データを除いた 1282 組を解析した。1282 名の母のうち PIH

発症は 303 名で、その娘のうち 19 名(6.3%)が PIH を発症していた。正常血圧妊娠の母 979

名の娘のうち PIH 発症は 29 名(3.0%)であった。母の PIH 発症の娘の PIH 発症に対するオッ

ズ比は粗オッズ比で 2.2	
 (95%CI:	
 1.2-4.0)と明らかなリスク因子であることが明らかとな

ったが、娘の妊娠前年齢と BMI で調整後、リスクは消失した。	
 

【結語】PIH は世代間で継承されていることが日本人においても明らかとなったが、PIH 発

症においては本人の妊娠前情報（年齢・BMI）の関与がより強いことが示唆された。	
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